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マテリアルを活用した次世代AIハードウェアの
開発と知能システム応用

⽥中啓⽂
九州⼯業⼤学

ニューロモルフィックAIハードウェア研究センター センター⻑
⽣命体⼯学研究科 教授

ニューロモルフィック⼯学：
⼈間の脳をまねして効率のよい演算を⽬指す情報⼯学

学⻑記者懇談会 ＆ センター拠点「Fancγ」お披露⽬、Nov/5/2024.
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AIは物理学だ !! AIが化学発展に貢献!!      

2

AIの重要性が⽇に⽇に増している。
九⼯⼤はいち早く次ステップ重要性に注⽬していた。→AIハードウェア

2024年は⼈⼯ニューラルネットワークの年!!    
⼈⼯ニューラルネットワーク＝現在のAIのほとんどに使われる脳型機械学習モデル

新規たんぱく質の構造をAIで予測物理学的概念を機械学習に導⼊
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祝
⼤学院⽣命体⼯学研究科（ひびきの学研都市）

世界⼤会 6勝!!
サービスロボットの性能を競う

RoboCup 2017 Nagoya 優勝
RoboCup 2018 Montréal 優勝
World Robot Challenge 2018 優勝
World Robot Challenge 2020 優勝
RoboCup Asia-Pacific 2021 優勝
RoboCup 2024 Eindhoven 優勝

AIソフトウエア技術

は近々飽和し電力
的に破綻

AIの主戦場は
ニューロモルフィックAI
ハードウエアへ！！ ⽥向教授



444⽣成AI活⽤による情報爆発：消費電⼒増加

三菱総研調べ（2024年8⽉）を改変
https://www.mri.co.jp/knowledge/insight/policy/i5inlu000000np1p-
att/nr20240828pec-1.pdf

2020年
〜20TWh

ICTセクター※の消費電⼒
※データセンターとネットワーク

ニューロモルフィック
AIハードウェア？
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エッジ AI クラウド AI

エッジ AI 
自身で演算

クラウド
サーバー

クラウドでの
AI 演算大小

IOT 素子エッジ素子

AI演算

やり取りする
データ量

• ビッグデータで事前学習
• 完全主義
• ⼀般性

• 状況に応じ少量学習
• ミスを許容
• 環境に応じた個性

全
デ
ー
タ

必
要
な
時
だ
け

マテリアル
リザバー
演算が有利

55エッジ演算：消費電⼒を極端に削減



6ニューロモルフィックAI研究の拠点
九⼯⼤ニューロモルフィックAIハードウェア研究センター

現状AIはソフトウェアベース
＝賢くなるほど電力を莫大に食う

電気が足りない…

新材料を用いたハードウェアで解決！
→次世代半導体産業に直結

将来はロボット
と家族団らん

人間知能機械講座
知能創発ナノシステム

教授 博士（工学）

田中啓文センター長

©Pinterest

⽥向副センター⻑

MOU

Collaboration Laboratory cw/ Many
companies

cw/⾞メーカー
電機メーカー

ALCA-Next
CREST

NEDO
×2

ACT-X

若⼿
NEDO×2

⽥中センター⻑
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Fancγ
Fusion  Archive.  of Neumorph Center version γ

Fancy
Future
Fusion

Atelier
Archive

ファンシーな部屋にしたい
というセンター⻑の思いや

未来技術を異分野融合によって
創る意味が込められています

研究の作業場という役割と
成果物を保管して展⽰する
部屋の役割を⽰しています

γ版=社会実装⼿前までの
技術開発を⽬指すという意味

と
3Fにあることを⽰しています

ニューロモルフィックAIハードウェア
研究センター拠点

異分野研究による共創の場として
ジムラボ設計を監修した建設社会
⼯学科の伊東・⽯塚・須藤グルー
プとニューロモルフィックAIハー
ドウェア研究センターによるデザ
インと施⼯

4異分野＋αのメンバー交流拠点として整備！

ロボットのいる⽇常→建設社会Gとインテリアの知能化プロジェクトも始まる
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FancγニューロモルフィックAIハードウェア
研究センター拠点

センター4分野＋建設社会伊東・⽯塚・須藤Gのメンバーによる⼿作り

1200枚のタイルカーペットを配⾊通りに！

初会合

コンセプト出し合う

クラファンに
も挑戦成功！


